
二
〇
二
一
年
度 

第
１
回
６
月 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

国
語
（
文
理
共
通
） 

第
一
問
（
現
代
文
） 

採
点
基
準 

文
系
：
50
点 

 

理
系
：
40
点 

 

問
一
（
文
理
共
通
） 

 

基
準 

配
点
： 

１
点×

５ 

 ■

模
範
解
答 

※
解
答
例
通
り
（
漢
字
書
き
取
り
問
題
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
 

（
ア
） 

警
戒 

 
 

 

（
イ
） 

氾
濫
（
汎
濫
） 

 

（
ウ
） 

領
分 

 

（
エ
） 

不
可
欠 

 
 

 

（
オ
） 

妄
想 

 
 
 
 
 

  
 



問
二
（
文
理
共
通
） 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

11
点 

■

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容 

 

Ａ 
 
 
 
 

 
 

「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
が
、 

 
 

Ｂ 人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
そ
の
違
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、 

Ｃ 人
は
皆
考
え
方
が
異
な
る
の
だ
か
ら
、
互
い
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
、 

Ｄ 人
々
の
分
断
を
肯
定
し
、
進
行
さ
せ
る
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
。 

 
 
 
 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
解
答
欄
四
行 

二
行
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ 

「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
が
：
２
点 

 
 

・「
逆
の
効
果
」
を
も
つ
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｂ 

人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
そ
の
違
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
：
３
点 

 
 

・
本
来
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
、
「
多
様
性
」
の
尊
重
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の

は
、
要
素
Ｂ
加
点
な
し
。 

 
 

・
同
意
例
：
多
様
性
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、 

 ■

要
素
Ｃ 

人
は
皆
考
え
方
が
異
な
る
の
だ
か
ら
、
互
い
に
干
渉
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
、：
３
点 

 
 

・
要
素
Ｂ
と
は
異
な
る
意
味
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
可
。 

 ■

要
素
Ｄ 

人
々
の
分
断
を
肯
定
し
、
進
行
さ
せ
る
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
。：
３
点 

 
 

・
要
素
Ｃ
で
確
認
し
た
、
異
な
る
意
味
で
の
捉
え
ら
れ
方
が
、
分
断
を
進
行
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も

の
は
、
要
素
Ｄ
加
点
な
し
。 

  
 



問
三 

（
文
系
の
み
） 

 

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

10
点 

 ■

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容 

  
 

Ａ 

 
 

倫
理
的
な
営
み
と
は
、
単
に
具
体
的
な
状
況
に
関
わ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、 

 
 

Ｂ 複
雑
で
不
確
実
な
具
体
的
な
状
況
に
向
き
合
い
な
が
ら
、 

Ｃ そ
の
中
に
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
し
、 

Ｄ さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
考
え
を
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
ら
。 

  
 
 
 
 

■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

字
数
：
解
答
欄
三
行 

一
行
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 
 
 
 
 

１
点 

 
 
 
 
 
 
 

１
点 

■

要
素
Ａ 

倫
理
的
な
営
み
と
は
、
単
に
具
体
的
な
状
況
に
関
わ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
：
２
点 

 
 

・
主
語
を
「
倫
理
」
と
し
、
そ
れ
が
「
具
体
的
状
況
」
だ
け
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、

要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｂ 

複
雑
で
不
確
実
な
具
体
的
な
状
況
に
向
き
合
い
な
が
ら
：
３
点 

 
 

・「
複
雑
で
不
確
実
」
が
あ
れ
ば
可
。「
具
体
的
状
況
」
の
み
の
場
合
は
２
点
減
点
。 

 
 

■

要
素
Ｃ 

そ
の
中
に
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
し
：
３
点 

 
 

・
「
普
遍
的
な
価
値
」
等
の
み
で
、
そ
れ
が
具
体
的
状
況
の
中
で
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
２

点
減
点
。 

 ■

要
素
Ｄ 

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
考
え
を
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
か
ら
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ｂ
・
Ｃ
で
異
な
る
二
つ
の
こ
と
に
関
わ
る
の
で
、
そ
れ
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
つ
な
げ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
の
説

明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｄ
加
点
な
し
。 

  
 



問
四
（
理
系
は
問
三
） 

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｆ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｆ
不
可 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

14
点 

■

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容 

 

 
 

Ａ 

 
 

異
な
る
考
え
方
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
人
を
、
そ
の
人
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
の
中
で
見
る
こ
と
が
必
要
で
、 

 
 

Ｂ そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
わ
か
り
、 

Ｃ 無
限
の
可
能
性
も
見
え
て
く
る
も
の
な
の
に
、 

Ｄ 多
様
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
、
人
と
人
と
の
違
い
を
強
調
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
、 

Ｅ 人
を
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
組
み
込
み
、 

Ｆ 個
の
可
能
性
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■

字
数
：
解
答
欄
五
行 

三
行
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

■

要
素
Ａ 

異
な
る
考
え
方
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
人
を
、
そ
の
人
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
の
中
で
見
る
こ
と
が
必
要
で
：
３
点 

 
 

・
「
多
様
性
」
と
は
「
そ
の
人
の
中
の
多
様
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
る
に
は
「
そ
の
人
と
関
わ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
説
明
を
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｂ 

そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
わ
か
り
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ａ
に
よ
っ
て
、「
そ
の
人
の
多
様
性
」
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
１
点
減
点
。 

 ■

要
素
Ｃ 

無
限
の
可
能
性
も
見
え
て
く
る
も
の
な
の
に
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ｂ
で
指
摘
し
た
「
多
様
性
」
の
言
い
換
え
と
し
て
、「
無
限
の
可
能
性
」
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｄ 

多
様
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
、
人
と
人
と
の
違
い
を
強
調
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
：
３
点 

 
 

・「
多
様
性
」
を
「
人
と
人
と
の
間
に
あ
る
多
様
性
」
と
捉
え
る
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｄ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｅ 

人
を
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
組
み
込
み
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ｄ
の
結
果
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
」
が
生
じ
る
こ
と
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｅ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｆ 

個
の
可
能
性
を
見
え
に
く
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
か
ら
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ｄ
に
よ
る
と
、
要
素
Ｂ
・
Ｃ
の
点
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｆ
加
点
な
し
。 

 



問
五
（
理
系
は
問
四
） 

 

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

基
準 

配
点
： 

10
点 

 

模
範
解
答 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容 

 

 

Ａ 
 

 

「
多
様
性
」
と
は
、
人
と
人
の
間
に
存
在
す
る
違
い
を
強
調
し
、 

 

Ｂ 社
会
の
分
断
を
生
じ
さ
せ
る
言
葉
で
は
な
く
、 

Ｃ 一
人
の
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
っ
た
個
別
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、 

Ｄ 一
人
の
人
の
中
の
無
限
の
可
能
性
を
見
出
す
言
葉
で
あ
る
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

■

字
数
：
解
答
欄
四
行 

二
行
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 ■

要
素
Ａ 

「
多
様
性
」
と
は
、
人
と
人
の
間
に
存
在
す
る
違
い
を
強
調
し
：
２
点 

 
 

・「
多
様
性
」
の
捉
え
に
つ
い
て
、
筆
者
と
異
な
る
捉
え
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｂ 

社
会
の
分
断
を
生
じ
さ
せ
る
言
葉
で
は
な
く
：
３
点 

 
 

・
筆
者
と
異
な
る
捉
え
に
よ
る
と
、
社
会
に
「
分
断
」
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｂ
加
点
な

し
。 

 ■

要
素
Ｃ 

一
人
の
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
持
っ
た
個
別
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で
あ
り
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ａ
と
は
異
な
っ
た
、
筆
者
が
考
え
る
「
多
様
性
」
の
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し
。 

 ■

要
素
Ｄ 

一
人
の
人
の
中
の
無
限
の
可
能
性
を
見
出
す
言
葉
で
あ
る
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
：
３
点 

 
 

・
筆
者
の
捉
え
に
よ
る
と
、
一
人
の
人
の
「
無
限
の
可
能
性
」
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
の
説
明
が
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｄ
加

点
な
し
。 

 



1 

２
０
２
１
年
度 

第
１
回 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
系
）
第
二
問 

 

採
点
基
準
・
採
点
例 

配
点
：
50
点 

 ■

採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

問
一 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 ■

模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ                          

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ 

自
然
を
醜
悪
の
源
と
し
て
否
定
し
、
人
生
の
孤
独
感
、
寂
寞
感
に
根
ざ
し
た
、
人
工
的
に
生
み
出
さ
れ
る
善
美
へ
の
愛
に
よ
っ 

    

Ｄ 

て
、
幻
覚
的
な
人
工
の
楽
園
に
耽
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
存
在
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

要
素
Ａ
「
自
然
を
醜
悪
の
源
と
し
て
否
定
し
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
（
自
然
は
）
諸
悪
諸
醜
の
源
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
」
に
対
応
す
る
。
ほ
ぼ
こ
の
ま
ま
答
案
に
示
さ
れ
て
い
て 

 

も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

  

＊ 

次
の
要
素
Ｂ
と
要
素
Ｃ
は
、
本
文
の
「
人
工
的
な
も
の
の
愛
が
、
人
生
の
孤
独
感
、
寂
寥
感
に
根
ざ
し
て
い
る
」
お
よ 

 

び
「
人
工
を
加
え
た
も
の
ほ
ど
善
く
、
人
工
を
加
え
た
も
の
ほ
ど
美
し
い
」
に
基
づ
い
て
い
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
人
生
の
孤
独
感
、
寂
寞
感
に
根
ざ
し
た
」
：
２
点 

 
 

・
要
素
Ｂ
は
要
素
Ｃ
に
対
す
る
修
飾
語
で
あ
る
こ
と
に
留
意
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
人
工
的
に
生
み
出
さ
れ
る
善
美
へ
の
愛
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
幻
覚
的
な
人
工
の
楽
園
に
耽
ろ
う
と
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
幻
覚
的
な
『
人
工
の
楽
園
』
に
耽
ろ
う
と
す
る
」
に
対
応
す
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で 

 

き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
幻
覚
的
な
」
を
欠
く
場
合
、
ま
た
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「
…
…
存
在
」
が
原
則
で
あ
る
が
、
「
存
在
」
は
「
詩
人
・
人
間
・
人
・
者
」
な
ど
も
柔
軟
に
許
容 

 
 
 

し
て
よ
い
。
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

 



2 

問
二 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 ■

模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ 
 

世
界
を
理
智
的
に
捉
え
る
と
い
う
態
度
が
、
極
度
の
寂
寥
と
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
芥
川
に
、
煩
雑
な
日
常
生
活
か
ら
離 

Ｄ 

脱
し
、
想
像
的
な
美
を
探
求
す
る
契
機
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

要
素
Ａ
「
世
界
を
理
智
的
に
捉
え
る
と
い
う
態
度
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
主
語
「
理
智
に
富
ん
だ
ヴ
ォ
ル
テ
エ
ル
」
に
基
づ
く
表
現
。
ほ
ぼ
同
意
と
見
做
し
う
る
答
案
は
広
く
許
容
し 

 

て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
極
度
の
寂
寥
と
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
芥
川
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
を
含
む
段
落
中
に
示
さ
れ
て
い
る
、
芥
川
の
境
遇
を
ま
と
め
た
も
の
。
「
孤
独
」
に
１
点
、
「
寂
寞
」
ま
た
は 

 
 

「
寂
寥
」
に
１
点
と
い
う
目
安
で
採
点
す
る
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
煩
雑
な
日
常
生
活
か
ら
離
脱
し
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
日
常
の
生
活
に
の
み
齷
齪
と
し
て
い
な
い
」
、
お
よ
び
「
飛
翔
の
世
界
」
と
い
う
記
述
に
基
づ
く
説
明
。
ほ 

 

ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
想
像
的
な
美
を
探
求
す
る
契
機
を
与
え
た
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
に
「
イ
マ
ジ
ナ
リ
イ
な
美
を
探
し
求
め
る
芥
川
君
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
「
人
工
の
翼
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た 

 

と
い
う
本
文
解
釈
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「
…
…
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

  
 



3 

問
三 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１０
点 

 ■

模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ                               

Ｂ 

善
悪
を
超
越
し
た
位
置
に
悠
然
と
立
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
、
ア
ラ
ビ
ア
の
詩
魂
に
精
通
し
て
い
た
偉
大
な 

            

Ｃ                     
 
 
 
 
 

Ｄ                                  

Ｅ 

文
学
者
で
あ
る
ゲ
ー
テ
の
光
り
輝
く
よ
う
な
生
命
感
に
、
芥
川
は
絶
望
的
な
孤
独
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
憧
憬
を
抱
い
て
い
た 

 

か
ら
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

要
素
Ａ
「
善
悪
を
超
越
し
た
位
置
に
悠
然
と
立
ち
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
あ
ら
ゆ
る
善
悪
の
彼
岸
に
悠
々
と
立
っ
て
い
る
ギ
ョ
エ
テ
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ 

 

る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
ギ
リ
シ
ャ
文
化
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
、
ア
ラ
ビ
ア
の
詩
魂
に
精
通
し
て
い
た
偉
大
な
文
学
者
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
こ
の
詩
人
（
＝
ゲ
ー
テ
）
の
心
の
中
に
は
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
や
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
外
に
ア
ラ
ビ
ア
の
薔
薇
さ
え
花
を 

 

開
い
て
い
た
」
に
基
づ
く
説
明
。
同
等
の
説
明
が
出
来
て
い
る
答
案
は
数
少
な
い
と
と
予
想
さ
れ
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
で
あ

る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
ゲ
ー
テ
の
光
り
輝
く
よ
う
な
生
命
感
に
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
ギ
ョ
エ
テ
の
日
光
」
に
基
づ
く
説
明
。
こ
れ
は
「
ポ
オ
や
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
闇
黒
」
と
対
義
的
に
示
さ
れ
て 

 

い
る
の
で
「
光
り
輝
く
よ
う
な
生
命
感
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容

し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
芥
川
は
絶
望
的
な
孤
独
に
苦
し
み
な
が
ら
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
直
前
の
「
そ
こ
（
＝
孤
独
）
か
ら
君
を
引
き
戻
そ
う
と
し
た
力
」
の
「
そ
こ
」
、
お
よ
び
傍
線
部
の
「
そ
う
い 

 

う
中
」
を
説
明
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
ギ
ョ
エ
テ
を
見
て
、
絶
望
に
近
い
羨
ま
し
さ
を
感
じ
た
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
本
文
の
説
明
を
そ
の
ま
ま 

 

引
い
て
い
て
も
可
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｆ
：
文
末
表
現
は
「
…
…
か
ら
・
の
で
」
な
ど
理
由
説
明
の
形
式
に
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判 

 
 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 



4 

問
四 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

芥
川
は
こ
の
上
も
な
く
理
性
的
な
人
間
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
少
し
ば
か
り
の
愚
鈍
さ
を
備
え
て
い
て
、
過
剰
な
本
質
探
求
を
放 

                  

Ｄ                           

Ｅ                                

Ｆ 

棄
で
き
て
い
た
な
ら
、
自
分
の
存
在
を
呪
う
こ
と
も
な
く
、
発
狂
や
自
殺
を
回
避
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
と
筆
者
は
悔
や
ん
で
い 

 

る
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

要
素
Ａ
「
芥
川
は
こ
の
上
も
な
く
理
性
的
な
人
間
で
あ
っ
た
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
中
の
「
君
（
＝
芥
川
）
は
あ
ま
り
に
聡
明
で
あ
り
過
ぎ
た
」
「
慧
敏
で
あ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
多
く
の
人
が
芥 

 

川
君
に
許
し
た
」
、
ま
た
「
理
性
に
終
始
す
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で

き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
彼
が
少
し
ば
か
り
の
愚
鈍
さ
を
備
え
て
い
て
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
心
の
貧
し
い
」
が
「
聡
明
」
「
慧
敏
」
と
対
義
的
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
成
立
す
る
説
明
。 

 

ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
過
剰
な
本
質
探
求
を
放
棄
で
き
て
い
た
な
ら
」
：
２
点 

 
 

・
傍
線
部
の
「
あ
の
鋭
さ
を
挫
い
た
な
ら
」
に
対
応
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
の
説
明
は
本
文
中
に
は
な
い
。
本
文
中
の 

 

「
何
人
の
仮
面
を
も
剥
い
で
見
よ
う
と
し
た
」
「
ち
い
さ
な
ふ
し
穴
の
よ
う
な
あ
の
短
い
言
葉
」
と
い
っ
た
表
現
に
基
づ
い
た

説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

  

＊ 

こ
の
後
の
要
素
Ｄ
～
Ｆ
は
、
傍
線
部
が
芥
川
の
狂
気
と
自
殺
を
悔
や
む
筆
者
の
思
い
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
説
明
で
あ 

 

る
こ
と
に
留
意
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
自
分
の
存
在
を
呪
う
こ
と
も
な
く
」
：
２
点 

 
 

・
「
も
し
理
性
に
終
始
す
る
と
す
れ
ば
、
人
は
自
ら
の
存
在
に
満
腔
の
呪
詛
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
引
き
出 

 

さ
れ
た
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
発
狂
や
自
殺
を
回
避
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
」
：
２
点 

 
 

・
本
文
の
「
発
狂
か
自
殺
か
だ
け
が
眼
の
前
に
あ
っ
た
よ
う
な
落
胆
の
深
淵
の
ど
ん
底
に
君
自
身
見
つ
け
た
」
か
ら
引
き 

 

出
さ
れ
た
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
「
自
殺
」
が
あ
れ
ば
「
発
狂
」
を
欠
い
て
い
て
も
可
。 



5 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｆ
「
筆
者
は
悔
や
ん
で
い
る
」
：
２
点 

 
 

・
筆
者
の
悔
恨
、
悲
哀
、
憐
憫
、
哀
惜
な
ど
を
示
す
説
明
が
あ
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。
「
筆
者
は
」
は 

 

な
く
て
も
可
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｇ
：
思
い
・
心
情
を
説
明
す
る
答
案
形
式
に
な
っ
て
い
れ
ば
広
く
許
容
し
て
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ 

 
 
 

る
場
合
は
１
点
減
点
。 

  
 



6 

問
五 

 ■

形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｆ
参
照 

 

基
準 

配
点
１２
点 

 ■

模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ                                                       

Ｂ                  

Ｃ 

優
れ
た
小
説
を
著
し
、
比
類
な
い
才
能
を
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
な
が
ら
も
自
死
を
選
ん
だ
芥
川
の
、
精
神
を
病
む
友
人
を
憐
れ 

    

Ｄ                                                 

Ｅ 

み
、
己
の
人
生
を
顧
み
て
悲
し
み
自
嘲
す
る
述
懐
に
接
し
た
筆
者
の
、
心
が
冷
え
冷
え
と
す
さ
ん
で
い
く
か
の
よ
う
な
悲
痛
な 

 

思
い
。 

 ■

採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 ■

要
素
Ａ
「
優
れ
た
小
説
を
著
し
、
比
類
な
い
才
能
を
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
な
が
ら
」
：
３
点 

 
 

・
傍
線
部
直
前
に
あ
る
「
こ
の
作
者
（
＝
芥
川
）
の
生
涯
の
花
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
」
と
い
う
箇
所
の
具
体
的
内
容
の
提 

 

示
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。
「
優
れ
た
小
説
を
著
し
」
に
１
点
、
「
比
類
な
い 

 

才
能
を
世
間
か
ら
認
め
ら
れ
」
に
２
点
が
目
安
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｂ
「
自
死
を
選
ん
だ
芥
川
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
あ
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

  

＊ 

次
の
要
素
Ｃ
・
Ｄ
は
傍
線
部
一
行
前
の
「
友
人
の
狂
を
あ
わ
れ
み
、
自
己
の
一
生
を
振
り
返
っ
て
見
て
、
涙
や
冷
笑
の 

 

こ
み
上
げ
る
の
を
感
じ
た
」
に
対
応
す
る
。 

 ■

要
素
Ｃ
「
精
神
を
病
む
友
人
を
憐
れ
み
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｄ
「
己
の
人
生
を
顧
み
て
悲
し
み
自
嘲
す
る
」
：
２
点 

 
 

・
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｅ
「
心
が
冷
え
冷
え
と
す
さ
ん
で
い
く
か
の
よ
う
な
悲
痛
な
思
い
」
：
３
点 

 
 

・
傍
線
部
そ
の
も
の
の
内
容
説
明
。
「
霰
雪
飄
零
」
の
注
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
内
容
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き 

 

れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
し
て
よ
い
。 

 
 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 ■

要
素
Ｆ
：
思
い
・
心
情
を
説
明
す
る
答
案
形
式
に
な
っ
て
い
れ
ば
広
く
許
容
し
て
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ 

 
 
 

る
場
合
は
１
点
減
点
。 



 1 

二
〇
二
一
年
度 

第
１
回 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
国
語
（
文
系
）
第
三
問
（
古
文
） 

採
点
基
準 

 １ 
文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ
項

の
減
点
要
素
の
合
計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ
ス
の
得

点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ 

ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に
そ

の
加
点
要
素
に
相
当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

た
と
え
ば
５
点
配
点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を
認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の
中

に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で
決

ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の
旨
必
ず

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具
体
的
に
指
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

Ｂ 

ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を
減

点
要
素
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

Ｃ 次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

＊
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

た
と
え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末

処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。 

ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、
「
か
ら
」
「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末

処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
見
ま
す
。 

＊
た
だ
し
、
「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理

が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ま
す
。
ま
た
、
「
か
ら
で
あ
る
。
」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も

の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ま
す
。 

ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 

 

３ 

次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 



 2 

ａ 

答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 
一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 
字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 

４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理
あ

る
い
は
答
案
の
完
結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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三 

古
文 

50
点 

▲ 
内
容
説
明
の
設
問
で
は
、
末
尾
の
句
点
が
な
い
も
の
は
▲
１
点
減
点
。
た
だ
し
、
現
代
語
訳
の
設
問
で
は
、
句

読
点
は
不
問
。 

  

問
一 

言
葉
を
補
い
つ
つ
現
代
語
訳
せ
よ
。 

（
１
）
（
10
点
） 

【
模
範
解
答
】 

 

（
私
が
お
前
の
）
味
方
だ
と
言
っ
た
な
ら
ば
、
（
お
前
は
）
そ
う
言
わ
せ
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
よ
。 

 

Ａ 

「
…
（
私
が
）
『
〈
私
は
、
お
前
の
〉
味
方
／
ぞ
』
と
／
い
は
／
ば
、
４
点 

Ｂ 

（
お
前
は
、
私
に
そ
う
）
い
は
／
せ
よ
／
か
し
」
。 

 
 
 
 
 
 

６
点 

 

◆ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件
【
Ａ
・
Ｂ
に
関
し
て
部
分
採
点
】 

Ａ 
 

４
点 

Ａ
―
１ 

順
接
仮
定
条
件
の
表
現 

 
 

４
点 

「
（
私
が
お
前
の
）
味
方
だ
と
言
っ
た
な
ら
ば
」
「
（
私
が
お
前
の
）
味
方
だ
と
言
っ
た
と
し
た
ら
」
「
（
私
が

お
前
の
）
味
方
だ
と
言
っ
た
ら
」
等
。 

＊
一
人
称
・
二
人
称
の
主
体
・
客
体
は
記
述
が
な
く
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
、
主
体
・
客
体
は
記
述
さ
れ
な
く
と

も
可
。
た
だ
し
、
誤
っ
た
主
体
・
客
体
の
記
述
が
あ
る
も
の
は
不
可
と
す
る
。 

Ａ
―
２ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 
 
 

減
点
１
点 

Ｂ 

６
点 

Ｂ−

１ 

放
任
法
の
表
現 

 
 
 

６
点 

「
（
お
前
は
私
に
そ
う
）
言
わ
せ
て
お
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
よ
。
」
「
（
お
前
は
私
に
そ
う
）
言
わ
せ
て
お
け
ば
よ

い
の
に
よ
。
」
「
（
お
前
は
私
に
そ
う
）
言
わ
せ
て
お
け
よ
。
」
「
（
お
前
は
私
に
そ
う
）
言
わ
せ
て
お
い
て
か

ま
う
な
よ
。
」
「
（
お
前
は
）
そ
れ
で
構
わ
な
い
だ
ろ
う
よ
。
」
等
。 

Ｂ−

２ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 
 
 

減
点
１
点 

＊
一
人
称
・
二
人
称
の
主
体
・
客
体
は
記
述
が
な
く
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
、
主
体
・
客
体
は
記
述
さ
れ
な
く
と

も
可
。
た
だ
し
、
誤
っ
た
主
体
・
客
体
の
記
述
が
あ
る
も
の
は
不
可
と
す
る
。 
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（
２
）
（
10
点
） 

【
模
範
解
答
】 

 

も
し
も
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
て
、
桜
の
木
陰
を
宿
と
し
た
と
し
た
ら
、
桜
の
花
が
今
夜
の
亭
主
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

〈
注
〉
和
歌
の
解
釈
な
の
で
、
丁
寧
語
や
尊
敬
語
が
加
え
ら
れ
て
も
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
な
く
て
も
よ
い
。 

 
 
 

一
人
称
主
語
「
私
が
」
は
な
く
て
も
、
文
意
は
伝
わ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
不
問
と
す
る
。 

 

Ａ 

ゆ
き
く
れ
／
て
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
点 

Ｂ 

木
／
の
／
し
た
か
げ
／
を
／
や
ど
／
と
／
せ
／
ば
、
４
点 

Ｃ 

花
／
や
／
こ
よ
ひ
／
の
／
主
／
な
ら
／
ま
し
。 

 

４
点 

 

◆ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件
【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
】 

Ａ 

２
点 

Ａ
―
１ 

「
ゆ
き
く
れ
／
て
」
の
訳 

 
 
 
 
 
 
 

２
点 

「
旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
て
」
「
道
中
で
日
が
暮
れ
て
」
「
途
中
で
日
が
暮
れ
て
」
等
。 

Ａ
―
２ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 
 
 

減
点
１
点 

 

Ｂ 

４
点 

Ｂ−

１ 

反
実
仮
想
の
表
現
１ 

４
点 

「
も
し
も
（
私
が
）
（
桜
の
）
木
陰
を
宿
と
し
た
と
し
た
ら
」
「
も
し
も
（
私
が
）
（
桜
の
）
木
陰
を
宿
と
し
た

な
ら
ば
」
「
も
し
（
私
が
）
（
桜
の
）
木
陰
を
宿
と
す
る
な
ら
」
等
。 

Ｂ
―
２ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 
 
 

減
点
１
点 

Ｃ 

４
点 

Ｃ−

１ 

反
実
仮
想
の
表
現
２ 

４
点 

「
桜
の
花
が
今
夜
の
亭
主
（
と
い
う
こ
と
）
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
桜
の
花
が
今
夜
の
主
人
（
と
い
う
こ

と
）
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
桜
の
花
が
今
夜
の
主
（
と
い
う
こ
と
）
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
桜
の
花

が
今
夜
の
亭
主
（
と
い
う
こ
と
）
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
「
桜
の
花
が
今
夜
の
主
人
（
と
い
う
こ
と
）
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
等
。 

＊ 

「
桜
の
花
」
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
は 

減
点
２
点
。 

Ｃ
―
２ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 
 
 

減
点
１
点 
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（
３
）
（
10
点
） 

【
模
範
解
答
】 

 

平
家
の
御
方
で
そ
の
名
も
高
く
あ
ら
せ
ら
れ
た
薩
摩
守
殿
を
、
こ
の
岡
部
六
野
太
忠
純
が
お
討
ち
申
し
上
げ
た
ぞ
。 

  

Ａ 

〈
平
家
／
の
／
御
方
／
に
／
聞
こ
え
／
さ
せ
／
給
ひ
／
つ
る
〉
薩
摩
守
殿
／
を
／
ば
、
／ 

５
点 

Ｂ 

岡
部
の
六
野
太
忠
純
／
が
／
う
ち
／
奉
つ
／
た
る
／
ぞ
／
や
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
点 

 

◆ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件
【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
】 

Ａ 

５
点 

Ａ
―
１ 

「
聞
こ
え
」
の
訳 

 
 
 
 
 
 
 

３
点 

「
そ
の
名
も
高
く
あ
る
」
「
評
判
高
く
聞
こ
え
て
い
る
」
「
名
声
が
聞
こ
え
て
い
る
」
等
。 

Ａ
―
２ 

「
さ
せ
／
給
ひ
／
つ
る
」
の
訳 

 
 

２
点 

「
あ
ら
せ
ら
れ
た
」
「
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
」
等
。 

Ａ
―
３ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

減
点
１
点 

＊ 

「
御
方
」
の
訳
は
「
御
方
・
お
味
方
・
平
家
方
」
等
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

＊ 

「
を
／
ば
」
の
訳
は
「
を
」
で
も
「
を
ば
」
で
も
よ
い
。 

Ｂ 

５
点 

Ｂ
―
１ 

「
う
ち
／
奉
つ
／
た
る
」
の
訳 

 
 
 

３
点 

「
（
お
）
討
ち
申
し
上
げ
た
」
「
（
お
）
討
ち
取
り
申
し
上
げ
た
」
「
お
討
ち
し
た
」
「
お
討
ち
い
た
し
た
」
等
。 

＊ 

完
了
の
助
動
詞
「
た
り
」
の
訳
が
な
い
も
の
は
減
点
１
点
。 

Ｂ
―
２ 

「
ぞ
／
や
。
」
の
訳 

 
 
 
 
 
 
 

２
点 

「
…
ぞ
。
」
「
…
の
だ
ぞ
。
」
「
…
で
あ
る
よ
。
」
「
…
だ
ぞ
。
」
「
…
の
で
あ
る
よ
。
」
等
。 

＊ 

「
岡
部
の
六
野
太
忠
純
」
は
そ
の
ま
ま
で
も
「
こ
の
私
岡
部
の
六
野
太
忠
純
」
で
も
よ
い
。 

Ｂ
―
３ 

そ
の
他
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
ら 

 

減
点
１
点 
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問
二 

波
線
部
Ａ
と
あ
る
が
、
岡
部
忠
純
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
人
と
考
え
て
い
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。（
10
点
） 

【
模
範
解
答
】 

 

源
氏
方
の
東
国
武
士
で
は
な
く
、
貴
族
的
な
教
養
や
嗜
み
の
あ
る
、
公
卿
等
の
高
い
身
分
の
平
家
方
武
将
。 

 

Ａ 

源
氏
方
の
武
士
で
は
な
い 

 
 
 

１
点 

Ｂ 

東
国
武
士
で
は
な
い 

 
 
 
 
 

２
点 

Ｃ 

貴
族
的
な
教
養
や
嗜
み
の
あ
る 

 

４
点 

Ｄ 

公
卿
等
の
高
い
身
分 

 
 
 
 
 

２
点 

Ｅ 

（
平
家
方
）
武
将 

 
 
 
 
 
 

１
点 

 

◆ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件
【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
に
関
し
て
部
分
採
点
】 

Ａ 

源
氏
方
の
武
士
で
は
な
い 

 
 
 

１
点 

「
源
氏
方
の
武
士
で
は
な
い
」
「
平
家
方
の
」
等
。 

Ｂ 

東
国
武
士
で
は
な
い 

 
 
 
 
 

２
点 

「
東
国
武
士
で
は
な
い
」
「
田
舎
武
士
で
は
な
い
」
「
京
育
ち
の
」
「
都
で
育
っ
た
」
等
。 

Ｃ 

貴
族
的
な
教
養
や
嗜
み
の
あ
る 

 

４
点 

「
貴
族
的
な
教
養
や
嗜
み
の
あ
る
」
「
貴
族
的
文
化
の
染
み
つ
い
た
」
「
貴
族
の
よ
う
な
趣
味
を
持
つ
」
等
。 

Ｄ 

公
卿
等
の
高
い
身
分 

 
 
 
 
 

２
点 

「
公
卿
等
の
高
い
身
分
の
」
「
高
い
官
位
を
持
つ
」
「
身
分
の
高
い
」
等
。 

Ｅ 

（
平
家
方
の
）
武
将 

 
 
 
 
 

１
点 

「
（
平
家
方
の
）
武
将
」
「
（
平
家
方
の
）
戦
陣
の
将
」
「
（
平
家
方
の
）
将
軍
」
「
（
平
家
方
の
）
大
将
」
等
。 
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問
三 

波
線
部
Ｂ
と
あ
る
が
、
岡
部
忠
純
は
平
忠
度
を
ど
の
よ
う
に
し
て
討
ち
取
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
説
明
せ

よ
。
（
10
点
） 

【
模
範
解
答
】 

 

忠
純
（
六
野
太
）
が
ま
さ
に
忠
度
（
薩
摩
守
）
に
首
を
斬
ら
れ
よ
う
と
し
た
時
に
、
従
者
の
少
年
が
背
後
か
ら
刀
で

忠
度
の
右
腕
を
斬
り
落
と
す
と
、
忠
度
は
覚
悟
を
決
め
、
念
仏
を
十
遍
唱
え
る
猶
予
を
与
え
よ
と
言
い
、
西
を
向
き

念
仏
し
て
い
た
が
、
忠
純
は
そ
の
後
ろ
か
ら
近
寄
っ
て
首
を
討
っ
た
。 

 

〈
注
〉
こ
の
設
問
に
限
っ
て
、
複
数
の
文
で
構
成
し
て
あ
っ
て
も
（
答
案
が
二
文
以
上
に
分
か
れ
て
い
て
も
）
、
減

点
は
し
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

Ａ 

忠
純
（
六
野
太
）
が
忠
度
（
薩
摩
守
）
に
首
を
斬
ら
れ
よ
う
と
し
た 

２
点 

Ｂ 

（
忠
純
の
）
従
者
の
少
年
が
背
後
か
ら
忠
度
の
右
腕
を
斬
り
落
と
す 

２
点 

Ｃ 

忠
度
は
覚
悟
を
決
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
点 

Ｄ 

忠
度
は
念
仏
を
十
遍
唱
え
る
猶
予
を
与
え
よ
と
忠
純
に
言
う 

 
 
 

２
点 

Ｅ 

忠
度
は
西
を
向
き
念
仏
し
て
い
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
点 

Ｆ 

忠
純
は
そ
の
後
ろ
か
ら
近
寄
っ
て
忠
度
の
首
を
討
っ
た 

 
 
 
 
 
 

１
点 

 

◆ 

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件
【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
に
関
し
て
部
分
採
点
】 

Ａ 

忠
純
（
六
野
太
）
が
忠
度
（
薩
摩
守
）
に
首
を
斬
ら
れ
よ
う
と
し
た 
２
点 

「
忠
純
（
六
野
太
）
が
忠
度
（
薩
摩
守
）
に
首
を
斬
ら
れ
よ
う
と
し
た
」
「
忠
純
（
六
野
太
）
が
忠
度
（
薩
摩
守
）

に
討
た
れ
よ
う
と
し
た
」
「
忠
度
（
薩
摩
守
）
が
忠
純
（
六
野
太
）
の
首
を
斬
ろ
う
と
し
た
」
「
忠
度
（
薩
摩
守
）

が
忠
純
（
六
野
太
）
の
首
を
討
と
う
と
し
た
」
等
。 

Ｂ 

（
忠
純
の
）
従
者
の
少
年
が
背
後
か
ら
忠
度
の
右
腕
を
斬
り
落
と
す 

２
点 

「
（
忠
純
の
）
従
者
の
少
年
が
背
後
か
ら
忠
度
の
右
腕
を
斬
り
」
「
（
忠
純
の
）
従
者
が
後
か
ら
忠
度
の
右
腕
を
切

断
し
」
等
。 

＊ 

「
背
後
か
ら
」
の
記
述
が
必
要
。
な
け
れ
ば
１
点
。 

Ｃ 

忠
度
は
覚
悟
を
決
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
点 

「
忠
度
は
覚
悟
を
決
め
る
」
「
忠
度
は
今
は
こ
れ
ま
で
と
思
い
」
等
。 

Ｄ 

忠
度
は
念
仏
を
十
遍
唱
え
る
猶
予
を
与
え
よ
と
忠
純
に
言
う 

 
 
 

２
点 

「
忠
度
は
念
仏
を
十
回
唱
え
る
時
間
を
与
え
よ
と
忠
純
に
言
う
」
等
。 

＊ 

「
念
仏
」
「
十
念
」
だ
け
で
は
１
点
。 

Ｅ 

忠
度
は
西
を
向
き
念
仏
し
て
い
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
点 

＊ 

「
西
方
を
向
き
」
の
記
述
が
必
要
。
な
け
れ
ば
０
点
。 

Ｆ 

忠
純
は
そ
の
後
ろ
か
ら
近
寄
っ
て
忠
度
の
首
を
討
っ
た 

 
 
 
 
 
 

１
点 

＊ 

「
背
後
か
ら
」
の
記
述
が
必
要
。
な
け
れ
ば
０
点
。 

以
上  
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